
リモートセンシング画像による地表面被覆分類

人間が眼で画像を見て分類する基準は

　　　　■色　　　　→リモートセンシング画像では色による分類を行う
　　　　■模様
　　　　■形

分類の目的は土地被覆を判別することである

　　　　土地利用：人間の利用目的から見た地表面の属性  (Land use)

　　　　　　　例：飛行場、道路
　　　　　　　　　耕地

　　　　土地被覆：地表面の物理的属性                           (Land cover)

　　　　　　　例：アスファルト、コンクリート
　　　　　　　　　土壌



分類の方法

①教師付き分類

　・分類したい項目であることが確実な領域を選び出す
　（教師＝トレーニングエリア）

　・任意の画素が、どのトレーニングエリアに近いのか、を統計的に選択する

②教師なし分類

　分光反射特性（ＤＮの値のままでよい）が似ている画素を自動的にグループ化
する

　→クラスター分類



・代表的な土地被覆に対するＤＮによる分光
特性

・任意の画素はどれに近いか？



教師付き分類の手順

①分類クラスの設定
↓　何に分類したいか
②トレーニングエリアの抽出
↓　典型的な領域を抽出
③統計量の計算
↓
④分類
↓　
⑤結果の検討
↓　結果が悪ければ②に戻る
②



トレーニングエリアを抽出した後、アプリケーションは任意の画素がどのトレーニ
ングエリアに最も近いかを判定

　　　　　　ａ．マルチレベルスライス法
　　　　　　ｂ．デシジョンツリー法
　　　　　　ｃ．最短距離法
　　　　　　ｄ．最尤法
　　　　　　ｅ．その他



・２次元の場合（左）トレーニングエリアのデータがバンドｉはａ１～ａ２の間、
バンドｊではｂ１～ｂ２の間に入るとき、任意の画素が矩形の範囲に入った
ら、同じ分類項目と判定

・３次元の場合（右）も同じ

・どのようにして、”近さ”を判定するか？



ユークリッド距離とマハラノビスの距離



最尤法

各分類クラスに対する画素データの尤度(likelihood)を求め、尤度最大のクラ
スにその画素を分類する方法

尤度とは、ある画素が観測されたときに、それがある分類クラスから得られ
たものである確率



教師なし分類

・各画素のデータに基づき、クラスタリングなどの手法により、比較的等質と考
えられるグループに機械的に分割し、それぞれを分類クラスとする方法

・得られた分類クラスの意味づけができた場合、教師なし分類で得られたクラス
を教師（トレーニングエリア）として、教師付き分類を行うこともある



釧路湿原のＴＭ画像

ＢＧＲ＝１２３でカラー
表示したので、ナチュ
ラル・カラー表示

波長が短いと大気の
影響を受けやすいの
で、湿原の部分が若
干かすんでいる

湿原の中の色合いの
違いは湿原植生の違
いを表している



ＢＧＲ＝７５４でカラー
合成

よって、眼には見えな
い赤外線によるカラー
合成

湿原内のパターンがよ
く見える

ということは、赤外部
まで使うことによって
精度の良い湿原植生
の分類ができる



まず、どのような分類を行いたい
か、を決定する（分類クラスの決
定）

湿原の分類であるから、まずは水
面および浮き草を含む水生植物

次に、高層湿原から低層湿原（湿
潤から乾燥）を代表するミズゴケ、
ヨシ、スゲ

さらに、湿原の中の乾燥化した部
分に立地するハンノキ

最後は、湿原周辺部の被覆を選定
する



水面は波長が長くなる
と反射輝度が減る

水生植物は若干近赤
外の反射が強くなる

湿原植生はそれぞれ少しずつ異なる分光反射特性を示す



後は、任意の画素がどれに一番似ているのかをコンピューターに判定させる



分類結果

ＴＭを使ったので空間
分解は３０ｍの植生
分類図である



ミズゴケ、スゲ、ヨシ
の分布

青っぽい部分がミズ
ゴケの分布する高層
湿原

黒線で示した自然保
護区の範囲の外にも
湿原植生が？

これは、”色”だけで見
ているので、他の草
本、穀物と区別が付
かなかったため

一般に、教師付き分
類による分類精度は
６０～８０％程度か？
（もちろん、１００％も
あり得る）



ハンノキの分布

湿原の上流側に分布

これは、農地開発によ
り土砂が流れ込んだた
め、湿地の乾燥化が進
んだためと言われてい
る


